
がんばろう、熊本！            第24回日本国語教育学会熊本支部研究会案内 

今こそ育てよう生きて働く言葉の力 
２１世紀型学びとしてのアクティブ・ラーニングによる学び 

                               熊本支部支部長 河野順子（白百合女子大学） 

主催 日本国語教育学会 

共催 熊本県小学校教育研究会国語部会・熊本市小学校国語教育研究会 

  熊本県中学校教育研究会国語部会・熊本市中学校国語教育研究会 

後援 熊本県教育委員会  熊本市教育委員会  国語教育湧水の会 

日時 平成２８年１２月２３日（金） 受付 9時から 

場所 熊本大学教育学部附属小学校・附属中学校 
１ 

 

１ 提案授業・授業研究会（「大造じいさんとガン」） 9時30分～11時40分 
９時30分～10時15分  提案授業    

10時20分～11時40分  授業検討会及び対話型授業創造について討議  

    授業者 田邊友弥（熊本市立城山小学校）     コーディネーター  佐藤俊幸（熊本市立日吉東小学校長） 

助言・ミニ講演     中洌正堯（兵庫教育大学名誉教授） 

2 分科会Ⅰ 12時20分～12時50分   

第１分科会 若い先生方も、ベテランの先生方も一緒に学び合いましょう！ 

熊本大学教育学部国語科学生による授業アイデア提案－実践と理論の統合を目指して－ 

濱崎真有 対話における「聞くこと」の研究     高畑優記 読みの交流に関する研究 

出口愛「入門期におけるコミュニケーション能力育成についての研究-＜わたしのことば＞ 

鶴田尚人 学習者に「アプロプリエｰション」を引き起こす学習指導の研究-説明的文章を中心に- 

反後彰一朗 入門期における「世界・論理を捉える技能」を育成する説明的文章の学習指導研究 

小原優美 コミュニケーション能力の基盤としての質問力育成に関する研究 

下別府耕生 コミュニケーション能力育成の土台としての「かかわり」の研究 

樋口雄也 見方の詩教育の実践に関する研究     西村友莉那 読書に関する研究 

石川英樹 論理的認識力を育成するための発問に関する研究 

土井敬至 説明的文章学習における条件的知識育成に向けた教師の教材研究に関する研究 

３ 分科会Ⅱ 12時50分～14時10分 
第２分科会 複数の根拠を関係づける読みの学習指導－中学年・文学的な文章の読みの深まりを求めて 

  ※昨年度熊本市教育論文教育長賞受賞の取り組みを詳しくわかりやすく皆さんと共有しましょう。 

発表者：杉本典子（熊本市立白川小学校） 司会者：宮村幸宏（熊本市立託麻西小学校教頭）  

助言者：原 輝智（熊本市立砂取小学校長） 木下浩文（熊本市立田迎小学校長） 

      第３分科会 子どもの実態から考えた授業づくり－低学年「どうぶつのじゅうい」 

          ※どのように子どもの実態、教材の特質を捉えて授業づくりを進めていけばよいのかを一緒に考え合いましょう。 

発表者：中川由美子（熊本市立龍田西小学校）  司会者：梅田博子（熊本市立黒髪小学校教頭） 

助言者：岩根浩（菊池市立花房小学校長） 清田浩文（熊本市立城山小学校長） 

第4分科会  若い先生へおくる授業づくりのポイント         

※教育センターでの取り組みから若い先生の授業づくりのポイントを豊かに教えていただきます。 

発表者：宮本義久（熊本市立教育センター指導主事） 

第5分科会⑴ 自分の言葉を取り戻すための子どもたちの関係づくりと授業づくり  

※地震の被害の中心の学校で、子どもたちの心と言葉を育てるために取り組んだ記録です。 

   発表者：松村美甲子（益城中央小学校） 

第5分科会⑵ 自ら気づき、進んで習得・活用しようとする態度を育てる国語科学習指導―物語作りの実践を通して 



 ※学習者自らが習得し活用する学習指導のあり方は新学習指導要領でもますます重要となります。 

   発表者：戸町由記子（福岡市立笹岡小学校）  

   司会者：井上伸円（熊本市立若葉小学校教頭） 

助言者：平野忠博（熊本県教育委員会義務教育課指導主事） 倉橋宏明（熊本市立託西小学校長） 

第６分科会  三点セットで読みを深める学習指導の工夫            

 ※昨年熊本県および菊池市の学力向上研究指定校として学校全体で取り組み、成果をあげた実践です。 

   発表者：荒木優作（合志市立西合志中央小学校） 司会者：高鷹昭春（合志市立南が丘小学校教頭） 

   助言者：古田亮（熊本県立教育センター副所長） 緒方紀江（合志市立西合志中央小学校長） 

 

第７分科会「読むこと」文学教材におけるアクティブラーニングの授業づくり       

※熊本県立教育センターとの共同研究校としてアクティブラーニングの授業づくりに取り組んでいます。 

      発表者：古閑彩香（山鹿市立山鹿小学校）  司会者：坂本孝文（山鹿市立菊鹿小学校教頭） 

助言者：岩本龍二（ 熊本県立教育センター指導主事）  橋本須美子（熊本市立託麻北小学校長） 

第８分科会  三角ロジックを活用した文学教材の学習指導              

 ※数年間にわたり継続的に実践を積み上げ発展させてきた取組について紹介します。 

   発表者：中村博朗（熊本市立壺川小学校）  司会者：斉藤正信（熊本市立隈庄小学校教頭） 

   助言者：津幡光浩（熊本市立泉ヶ丘小学校長）佐藤俊幸（熊本市立日吉東小学校長） 

第９分科会  国語科におけるUDの視点を取り入れた授業づくり－「読むこと」の領域を中心に－ 

 ※UDの視点を取り入れた授業づくりをみなさんと考え合いましょう。        

   発表者：甲野裕理（荒尾市立緑ヶ丘小学校） 司会者：坂梨廣人（玉名市立玉名町小学校） 

   助言者：荒平真寿美（玉名教育事務所指導主事） 高森秀一（玉名市立腹赤小学校長） 

第10分科会⑴ 自立した読み手を育てるために－三点セットの活用と発問の工夫－     

 ※熊本市教育センターでの研究員としての研究成果を皆さんと共有しましょう！ 

   発表者：黒田孝郁（熊本市立長嶺中学校）  

第10分科会⑵ 中学校における主題単元学習の実践－人生への眼差しの萌芽と読み方の習得活用との統合を目指して                             

 ※学習者の主体的能動的な学びの実現に単元学習的発想は重要です！ 

   発表者：古賀洋一（諫早中高等学校） 司会者：長元尚子（熊本市立竜南中学校教頭） 

   助言者：上妻昭仁（熊本大学教育学部附属中副校長） 酒井康範（熊本市立江南中学校長） 

 

４ 全体講演 14時15分から15時40分      白百合女子大学 河野順子先生 

深い読みをもたらす「批評読みとその交流」－アクティブラーニングによる授業づくり 

  熊本の実践をもとにわかりやすくこれからの学びについてお話します 

講師紹介  

中洌正堯 

広島大学大学院教育学研究科修了。兵庫教育大学名誉教授。元兵庫教育大学学長。 全国大学国語教育学 

会常任理事。日本国語教育学会理事。著書は『国語科表現指導の研究』渓水社、『ことば学びの放射線 「歳 

時記」「風土記」のこころ』（三省堂）、『子どもとひらく国語科学習材 音声言語編』（明治図書）など多数。 

河野順子 

博士（学校教育学）。公立小学校教諭、広島大学附属小学校教諭を経て、熊本大学教育学部助教授、准教授、教授

（熊本大学教育学部附属小学校併任）を経て、現在、白百合女子大学人間総合学部初等教育学科教授。全国大学

国語教育学会理事、日本国語教育学会理事。日本読書学会理事。著書は『＜対話＞による説明的文章の学習指導

－メタ認知の内面化理論を中核にして－』（風間書房）『入門期の説明的文章の授業改革』（明治図書）『入門期の

言語発達とコミュニケーション能力の形成』（渓水社）など多数 

問い合わせ先 



〒８６０─００８１ 熊本市中央区京町本丁５─１２ 

  熊本大学教育学部附属小学校 下中 一平 電話（０９６）３５６─２４９２ ＦＡＸ（０９６）３５６─２４９９ 

                      Email:kumamoto.kokugo@gmail.com 

  熊本大学教育学部附属中学校 城音寺明生 電話（０９６）３５５─０３７５ ＦＡＸ（０９６）３５５─０３７９ 

 会 費  2000円（学生無料）です。当日受付でお支払いください。12月１0日までにお申込みください。 

              ※半日の研修参加も大歓迎です。１０００円、当日参加も可能です。 

              ※昼食のお弁当を７００円程度（お茶付き）でお世話いたします。申し込みに○×を！ 

        ※当日は午後５：００〜午後７：００で懇親会をひらきます。申し込みに○×を！ 

        （ 一般４０００円、学生３０００円）程度です。お待ちしております。 

＊本研究会は、科学研究費Ｂ（研究代表河野順子「論理的思考力・表現力育成のための幼小中連携、教科間連携による

カリキュラム開発」）の助成を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本国語教育熊本支部研究大会【参加申し込み書】 

     氏名            所属校     参加希望分科会  当日昼食○× 懇親会参加○× 

 

 

 

 

幼稚園・小学校は附属小学校に、中学・高校は附属中学校に、郵送またはFAXでお申し込みください。 

切り取り線 


